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第四幕 第 2場 

 

1522年 2月 ナバレッテのナヘラ公の宮殿 

 

 

 

登場人物： 巡礼者        イニゴ・デ・ロヨラ          

         ナヘラ公 

   

イニゴ： 公爵閣下、しばらくぶりにお目にかかります。 

ご壮健のご様子、何よりと存じます。その節は親身にお世話くださり、ご教示 

とご厚意に衷心より感謝申し上げます。 

ナヘラ公： イニゴ、遠路はるばるよく訪ねてくれたのう。パンプローナでの天晴な戦い

ぶりについて、そなたの勇名はここでも鳴り響いとるぞ。 

その時の傷は すっかり癒えたのか？ 

イニゴ： 有難うございます。傷の方はいいのですが、今思うと、血気にはやり、無謀な

戦いをして城主や仲間たちを無駄な危険にさらしたのではないかと反省

しております。 

ナヘラ公： いやいや、よくやった。イスパニアが腰抜けどもの寄せ集めでないことを世

は知ったことであろう。これからも文武両道で励んでほしい。 

イニゴ、わしのもとで働く気はないか？要職を準備するつもりだ。 

イニゴ： 公爵閣下、いつもながらのご厚意に感謝いたします。しかしながら、いささか

考えるところがありまして、しばらくはいずこにも仕官せず、今後の生き方

を考えつつ諸国を漫遊しようと考えております。 

  故郷ロヨラで、傷の回復を待ちながら過ごすうち、いろいろ物を思うようになり

ましたので。せっかくのお心遣いをかたじけなく存じますが、謹んでご辞退

申し上げます。 

 



 

ナヘラ公： そうか。わしとしては残念に思うが、そなたの大切な人生だ。 

よくよく考え、決めるがよい。病み上がりの体だ。 

無理をせず、達者でな。神の祝福を祈る。 

イニゴ：  温かきお言葉、ありがとうございます。 

 

 

 

【黒い使いの合唱】 

♪イニゴよイニゴ 世間知らず  勿体ないことするもんだ 

良い後ろ盾があるからには  立身出世もできように  

 

〖白衣の天使の合唱〗 

      

      ♪ああイニゴ  主宣
の た ま

えり  

「人がもし 世の富すべて もうくとも  

永久
とこしえ

に 己が命を 失なはば 

何の益かあらむ」と。 

 

これからの 汝の歩み    神にのみ 諮
はか

りて決めよ 

やがて過ぎ 消えゆくものの  儚き魅惑 な顧みそ  

 

 


